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ニホンザルの遺伝的多様性と地理的分化

川本　芳（進化遺伝分科）

　今回のガイダンスではニホンザルに関する遺伝学研究を紹介する。

　はじめに、種分化と遺伝分化の関係、霊長類の種内遺伝分化の特徴について述べる。

　次いで、ニホンザルの分類、系統起源、分布、そして遺伝子以外の多様性と地理的分化について概説する。ニホンザルには、形態、繁殖、生態から地域分化に少なくとも３つの異なったパターンが区別できる。

　それでは、遺伝子ではどのようなパターンが認められるのだろうか。まず、遺伝子を利用して多様性や地域分化をどのように調べるか、その方法について遺伝標識の性格の違いや調査単位となる地域集団のまとまりについて説明する。

　このあと、ニホンザルの遺伝的多様性と地域分化を①常染色体遺伝子（タンパク質遺伝子・マイクロサテライト遺伝子）、②ミトコンドリア遺伝子、③Ｙ染色体遺伝子、について調査した結果を紹介する。これらの遺伝標識には、地域分化のパターンに違いがあることを明らかにする。

　なぜこうした違いが起きるのか、地域分化の原因について、遺伝標識による違い、生息環境や進化的背景の影響について論じる。

　最後に適応の理解に向けて、地域分化パターンの多様性、これからの研究課題について考える。　　　　　　

